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323　 　 　 閉経後 女 性 に お け る エ ス ト P ゲ ン お よ

び ビ タ ミ ン D の 骨 塩 量 減少 に 対 する 予防効 果

324　 　　　 SPA を用 い て の 日 本人 女性 の 加齢に よ る

踵骨 骨塩 量の 変化 （DEXA ，　 QCT 法 ，　 DIP 法 と

の 比 較 も含 め て ）
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〔 目 的 〕閉経 後骨 粗 鬆 症 に 対 す る エ ス ト 卩 ゲ ソ 、

活性型 ビ タ ミ ソ D の 予 防効 果 を 検討 し た 。

〔方 法 〕当科 中 高 年 女 性 外来 を 受診 し た 自然 閉経

後 女性 53例 を A 群 （平 均年齢 59．6歳 n ＝18　），B 群

（平 均年 齢 59，6 歳 n ＝17）、お よ び C 群 （平 均 年齢

54．6 歳 n ＝18）の 3 群 に 分類 し た
。

A 群 に は 結合

型 エ ス ト ロ ゲ ン 　 0．625孵／day を、B 群 に は 活性型

ビ タ ミ ン DO ，5 〜LO μg／day を 4 ヵ 月 か ら最 長 16

ヵ 月 ま で 投与 し た 。 投与 前後 に お け る 腰椎 骨 塩量

の 変化 を Hologic 社製 QDR − 1000 に て 測定 し た 。

尚　 C 群 は 、 薬 剤未 投与 群 で あ り6 ヵ 月及 び 12 ヵ

月 に お け る 自然骨 塩 減少 率 を求 め 、投 与群 に 対 す

る コ ソ ト 卩 一ル と し た 。

〔成績 〕   C 群 で は 、初 回測 定時 に 比 べ 腰椎 の

骨 密度 BMD は 6 カ 月で
一L17 ± 0．70％ （MEAN 土 SE ）

減少 し 12 ヵ月 で は 一L37 ±IL18 箔 の 減少 を示 し た 。

  A 群 の BMD の 変化 率 は 6 カ 月 で 2・24 ± 0・76 ％

（P く0，01 ）、 12 ヵ 月 で 2，27 ± O．90％ （P 〈O、05）と有

意 に 増 加 し た 。 ま た こ の エ ス ト ロ ゲ ン の 効果 は 閉経

後年 数 や 投 与 前 の 骨 塩 量 の 多 寡 と明 ら か な 関 係 は

み られ なか っ た 。   B 群 の BMD の 変化率は 6 ヵ 月 で

一〇．70 土 L25 ％ 、 ユ2 ヵ 月 で は 一L49 → 1．51％ で あ っ た Q

〔結 論 〕   閉経後 骨 塩量 は 自然減 少 しそ の 減 少

率 は 1．37　± L18 ％／年 で あ っ た 。   　エ ス ト ロ ゲ ソ

投 与・に よ り閉経 後 BMD は 未投与群 に 比 し有意 に

（P （0．01）増加 し た o   　ビ タ ミ ン D の 投 与 に よ る

予防 効 果 は エ ス ト 卩 ゲ ソ ほ ど著 明 で は な か っ た 。

〈目的 〉今 回 我 々 は X 線方式 に よ る Single　Photon

Absorptiometry （SPA ）を 用 い て 踵 骨 の 骨塩 量 を 測定

し，正常女性 の 加齢 に よ る 骨塩量の 変化を とらえ た。ま

た測 定結 果 を Dual　Energy　X −r 　ay 　Absorptiometry

（DEXA ），　Quantitative　CT 法（QCT法），　Digitat　Im

age 　Proeesslng法（DIP 法）と比 較 し検討を加え た
。

〈方法 〉対 象は 20歳か ら 69歳ま で の 女性350 人 で ，う

ち腰椎学純 X 線像で 慈恵医大分me　1度以 下 で 明 らか な

椎体圧 迫 骨折 を有 しな い 3正1入 を正 常群 と し て 加齢 に

よる 骨塩減少の 標準曲線を作製 し規 ま た 精度 （再 現

性 ）の 指標 と し て 30人 に対 しそ れ ぞ れ 5 回の 測 定 を 行

い 本装 置 の 変 動 係数 を 求 め た
。

DEXA は ア メ 11 カ

ノ
ー

ラ ン ド社 XR −
　26 を 用 い 第 2 〜4 腰椎 を，　 SPA

はア メ Tl カ オ ス テ ン 社 の Osteoanalyzer　Model　 SPX
HAllo ／ 220 を用 い て 左踵骨 を，　 QCT 法は 東 芝 TCT
−900S と 中外骨量 フ ァ y ト ム を 用 い 第 3 腰 椎 を，　 DIP

法 は第2 中手骨 を 測定 した
。 なお 骨 塩量 の 指標 と して

DEXA は 3 椎体 の 平均 bone　mineral 　 density （BM

D）を 使用 し，ま た SPA は 踵骨 BMD を，　 QCT 法 で

は 第 3 腰 椎海 綿骨 量 （QCT 値）を，　 D 【P 法は ΣGS

／D を 採 用 し た。　＜成績 ＞1．本装置 に よ る 変 動係

数は1ρ％以 内 で 極 め て 再 現性 の 高 レ・ も の で あっ た
。

2．DEXA ，　 SPA の 間 に は 相関係数 O．79 の 高い 相 関 を

認 め た
。

3．SPA ，　 QCT の 間 に も相 関係数 0・71 の

相関 を 認 め た
。

4．SPA とDIP の 相 関 は と記 に比

し低 い もの で あ っ た
。

5，SPA を用 い て 測定 し た BM

D に ょ る と我 国 の 女性 の 骨 塩 量は 30 才 よ り徐 々 に減

少し， 50歳ま で に 年 間に 0．5％，閉経期 の 10 年 間 に

は 年 間 1．6 ％の 減 少 を 示 し た
。 〈結 論 〉以 上 よ り，

SPA に よ る踵骨 の 骨 塩 量 は 腰 椎 の 骨 塩 量 を 十 分 反

映 し，再 現性 が 高 く，ま た 操作 も簡 単 で 骨 粗鬆症 の

ス ク リーニ ン グ 検査法 と し て 有用 と 考 え られ た 。
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